
山
田
一
仁
会
長
（
札
幌
市
議
会

議
長
）
を
は
じ
め
正
副
会
長
は
6

月
1
日
、
土
井
亨
・
復
興
副
大
臣
、

あ
か
ま
二
郎
・
内
閣
府
副
大
臣
、

小
倉
將
信
・
総
務
大
臣
政
務
官
を

は
じ
め
政
府
・
与
党
の
要
職
に
面

談
し
、
要
望
書
を
手
交
の
上
、
要

望
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

要
望
内
容
は
、
5
月
30
日
開
催

の
第
94
回
定
期
総
会
で
決
定
し
た

会
長
提
出
決
議
（
①
地
方
創
生
及

び
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す

る
決
議
②
地
方
税
財
源
の
充
実
確

保
に
関
す
る
決
議
③
地
方
議
会
議

員
の
な
り
手
の
確
保
に
関
す
る
決

議
④
防
災
・
減
災
対
策
の
充
実
強

化
に
関
す
る
決
議
⑤
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
関
す
る

決
議
�
本
紙
2
0
5
2
号
12
面
か

ら
10
面
に
掲
載
）
の
ほ
か
、
厚
生

年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員
の
加
入

に
つ
い
て
。

【
面
談
者
】

▽
土
井
亨
・
復
興
副
大
臣
▽
あ
か

ま
二
郎
・
内
閣
府
副
大
臣
▽
小
倉

將
信
・
総
務
大
臣
政
務
官
▽
林
幹

雄
・
自
由
民
主
党
幹
事
長
代
理
▽

岸
田
文
雄
・
同
党
政
務
調
査
会
長

▽
原
田
憲
治
・
同
党
総
務
部
会
長

▽
山
口
那
津
男
・
公
明
党
代
表
▽

石
田
祝
稔
・
同
党
政
務
調
査
会
長

▽
伊
藤
渉
・
同
党
中
央
幹
事
▽
佐

藤
英
道
・
同
党
国
会
対
策
副
委
員

長
▽
太
田
昌
孝
・
同
党
総
務
副
部

会
長

【
要
望
参
加
者
】

▽
山
田
一
仁
会
長
（
札
幌
市
議
会

議
長
）
▽
加
藤
義
幸
副
会
長
（
岡

崎
市
議
会
議
長
）
▽
髙
木
妙
副
会

長
（
高
知
市
議
会
議
長
）

第2053号7月5日平成30年
（２０１8年）

林自民党幹事長代理

原田自民党総務部会長

正正副副会会長長

会会
長長
提提
出出
決決
議議
にに
つつ
いい
てて
要要
望望

―
土
井
副
大
臣
、
あ
か
ま
副
大
臣
ら
に
―

岸田自民党政調会長

（左4人目から）山口公明党代表、石田同党政調会長、伊藤同
党中央幹事、佐藤同党国対副委員長、太田同党総務副部会長

土井復興副大臣

あかま内閣府副大臣

小倉総務大臣政務官

〒102-0093
東京都千代田区平河町2-4-2
代表 TEL 03（3262）5234
旬報 TEL 03（3262）2309
発行人 滝本 純生

22面面にに
掲掲 載載

第第
1133
回回
研研
究究
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
案案
内内

（1） 平成30年7月5日 第2053号
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市
議
会
議
員
共
済
会
（
会
長
�

山
田
一
仁
札
幌
市
議
会
議
長
）
は

5
月
31
日
、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ

ル
で
平
成
30
年
度
第
1
回
理
事
会

の
後
、
第
1
1
6
回
代
議
員
会
を

開
催
し
た
。

会
長
挨
拶
に
続
き
、
事
務
報
告

で
は
退
職
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど

の
29
年
度
の
給
付
決
定
の
状
況
等

の
説
明
が
あ
り
、
了
承
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
年
金
と
一
時

金
の
給
付
に
要
す
る
費
用
で
あ
る

給
付
経
理
と
共
済
会
の
事
務
に
要

す
る
費
用
で
あ
る
業
務
経
理
か
ら

な
る
29
年
度
の
会
計
決
算
、
共
済

給
付
金
の
決
定
や
支
給
な
ど
に
つ

い
て
、
監
事
を
代
表
し
て
藤
浦
誠

一
監
事
（
飯
塚
市
議
会
議
長
）
か

ら
、
処
理
等
が
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
旨
の
監
査
結
果
報
告
が
あ
り
、

了
承
し
た
。

そ
の
他
で
は
、
公
的
年
金
の
重

複
期
間
控
除
に
つ
い
て
、
対
応
方

針
（
26
年
2
月
4
日
開
催
の
代
議

員
会
で
了
承
）
に
基
づ
く
29
年
度

に
実
施
し
た
事
務
な
ど
の
説
明
が

あ
り
、
了
承
し
た
。

平成29年度市議会議員共済会決算（概要）（平成30年3月31日現在）
本
会
は
第
13
回
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
11
月
14
日
（
水
）
・
15
日

（
木
）
の
2
日
間
、
栃
木
県
宇
都

宮
市
の
宇
都
宮
市
文
化
会
館
で
開

催
し
ま
す
。

1
日
目
は
、
宮
本
太
郎
・
中
央

大
学
法
学
部
教
授
か
ら
「
共
生
社

会
と
地
方
自
治
体（
仮
）」
に
つ
い

て
基
調
講
演
を
聴
取
。
そ
の
後
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

江
藤
俊
昭
・
山
梨
学
院
大
学
大
学

院
研
究
科
長
・
法
学
部
教
授
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
今
井
照
・
地

方
自
治
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
、

本
田
節
・
有
限
会
社
ひ
ま
わ
り
亭

代
表
取
締
役
、
神
田
誠
司
・
朝
日

新
聞
大
阪
本
社
地
域
報
道
部
記
者
、

小
林
紀
夫
宇
都
宮
市
議
会
議
長
の

4
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
議
論

を
行
い
ま
す
。

2
日
目
の
課
題
討
議
で
は
、
江

藤
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
、
事
例
報
告
者
（
4
市
を
予

定
）
か
ら
の
報
告
と
討
議
な
ど
を

行
い
ま
す
。

開
催
案
内
に
つ
い
て
は
、
6
月

25
日
付
け
で
全
市
へ
送
付
し
て
お

り
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
右
上
バ
ナ
ー
の
「
全
国

市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
に
申
込
書
と
併
せ
て
、
掲
載

し
て
い
ま
す
。

【
参
加
申
込
期
間
】

議
長
を
含
め
た
全
て
の
対
象
者

�
7
月
9
日
（
月
）
9
時
30
分
〜

7
月
20
日
（
金
）
17
時
30
分
。

※
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
、

抽
選（
議
長
は
、
申
込
時
に「
優

先
参
加
」
を
選
択
し
た
場
合
、

優
先
参
加
・
抽
選
対
象
外
）

給付経理（給付に要する費用） （単位：千円）
収支の状況
（1） 収入総額 40，831，894
（主な収入の内訳）
ア 負 担 金 40，747，826
イ 利息及び配当金 84，068

（2） 支出総額 40，685，431
（主な支出の内訳）
ア 退 職 年 金 28，128，655
イ 退 職 一 時 金 982，990
ウ 遺 族 年 金 11，573，786
エ 遺 族 一 時 金 0

（3） 収支損益額 （（1）―（2）） 146，463
平成29年度は収入総額が支出総額を上回ったため、

1億4，646万3千円の当期利益金となった。このため、
前年度の剰余金360億8，283万3千円に上乗せした。こ
れにより、平成30年度に繰り越した給付積立金は362億
2，929万6千円となった。

業務経理（事務に要する費用） （単位：千円）
収支の状況
（1） 収入総額 253，589
（収入の内訳）
ア 事務負担金 253，526
議員一人当たり13，000円×議員定数

イ 利息及び配当金 63
（2） 支出総額 246，002
（主な支出の内訳）
ア 役員報酬及び職員給与 82，127
イ 旅費及び事務費 43，736
ウ その他委託費及び賃借料 92，371

（3） 収支損益額 （（1）―（2）） 7，587
平成29年度は収入総額が支出総額を上回ったため、

758万7千円の当期利益金となった。このため、前年度
の剰余金3億2，915万7千円に上乗せした。これによ
り、平成30年度に繰り越した剰余金は3億3，674万4
千円となった。

▽
富
岡
市
（
群
馬
県
）

所
在
地
、
電
話
番
号
は
変
更
な
し

0
2
7
4
―
6
2
―
0
3
5
7

7月5日現在の市区数
指定都市 20市
中核市 54市
施行時特例市 31市
一般市 686市
特別区 23区
計 814

ＦＡＸ

共済会

第116回
代議員会

29
年
度
決
算
を
認
定

新新
庁庁
舎舎
落落
成成

第第
1133
回回
研研
究究
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
のの
案案
内内
をを
送送
付付

66／／2255

挨拶する山田会長

――
宇宇
都都
宮宮
市市
にに
てて
開開
催催
――

第116回代議員会の模様

監査結果を報告する藤浦監事

第2053号 平成30年7月5日 （2）全 国 市 議 会 旬 報



政
府
は
6
月
15
日
、
臨
時
閣
議

で
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基

本
方
針
2
0
1
8
〜
少
子
高
齢
化

の
克
服
に
よ
る
持
続
的
な
成
長
経

路
の
実
現
〜
」
（
骨
太
の
方
針
）
、

「
未
来
投
資
戦
略
2
0
1
8
―『
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
』『
デ
ー
タ

駆
動
型
社
会
』へ
の
変
革
―
」（
成

長
戦
略
）
、
「
規
制
改
革
実
施
計

画
」
を
決
定
し
た
。

骨
太
の
方
針
で
は
、
力
強
い
経

済
成
長
の
実
現
に
向
け
た
重
点
的

な
取
り
組
み
と
し
て
、
①
人
づ
く

り
革
命
の
実
現
と
拡
大
②
生
産
性

革
命
の
実
現
と
拡
大
③
働
き
方
改

革
の
推
進
④
新
た
な
外
国
人
材
の

受
け
入
れ
⑤
地
方
創
生
の
推
進
⑥

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
―

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

①
で
は
、
人
材
へ
の
投
資
と
し

て
▽
幼
児
・
高
等
教
育
の
無
償
化

▽
大
学
改
革
―
な
ど
の
ほ
か
、
多

様
な
人
材
の
活
躍
と
し
て
▽
女
性

活
躍
の
推
進
▽
高
齢
者
雇
用
の
促

進
―
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る

と
し
て
い
る
。

②
は
、
「
未
来
投
資
戦
略
2
0

1
8
―『
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
』

『
デ
ー
タ
駆
動
型
社
会
』へ
の
変
革

―
」
（
下
掲
）
を
参
照
。

③
で
は
、
▽
長
時
間
労
働
の
是

正
▽
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現

▽
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制

度
の
創
設
―
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
る
と
し
て
い
る
。

④
で
は
、
▽
一
定
の
専
門
性
・

技
能
を
有
す
る
外
国
人
材
を
受
け

入
れ
る
新
た
な
在
留
資
格
の
創
設

▽
従
来
の
外
国
人
材
受
け
入
れ
の

さ
ら
な
る
促
進
―
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

⑤
は
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
基
本
方
針
を
閣
議
決
定
」

（
4
面
に
掲
載
）
を
参
照
。

⑥
で
は
、
▽
防
災
・
減
災
と
国

土
強
靭
化
の
推
進
▽
少
子
化
対
策
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
―
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

「
経
済
・
財
政
一
体
改
革
」
の

推
進
で
は
、
①
2
0
1
9
年
10
月

1
日
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
と
需

要
変
動
の
平
準
化
②
新
経
済
・
財

政
再
生
計
画
の
策
定
③
主
要
分
野

ご
と
の
計
画
の
基
本
方
針
と
重
要

課
題
―
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

①
で
は
、
消
費
税
率
引
き
上
げ

分
の
使
い
道
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
に

よ
る
5
兆
円
強
の
税
収
分
を
教
育

負
担
の
軽
減
・
子
育
て
層
支
援
・

介
護
人
材
の
確
保
な
ど
と
財
政
再

建
に
、
お
お
む
ね
半
分
ず
つ
充
て

る
と
し
た
。

②
で
は
、
「
経
済
再
生
な
く
し

て
財
政
健
全
化
な
し
」
の
基
本
方

針
を
堅
持
し
、
▽
デ
フ
レ
脱
却
・

経
済
再
生
▽
歳
出
改
革
▽
歳
入
改

革
―
を
加
速
・
拡
大
す
る
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
財
政
健
全
化
目
標

に
つ
い
て
は
、
2
0
2
5
年
度
の

国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
Ｐ
Ｂ
黒
字

化
を
目
指
す
と
同
時
に
、
債
務
残

高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
安
定
的
引
き
下

げ
を
目
指
す
こ
と
を
堅
持
す
る
と

し
た
。
地
方
の
歳
出
水
準
に
つ
い

て
は
、2
0
1
9
〜
21
年
度
を「
基

盤
強
化
期
間
」
と
位
置
付
け
、
国

の
一
般
歳
出
の
取
り
組
み
と
基
調

を
合
わ
せ
、
一
般
財
源
の
総
額
に

つ
い
て
、
2
0
1
8
年
度
地
方
財

政
計
画
の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ

う
実
質
的
に
同
水
準
を
確
保
す
る

と
明
記
さ
れ
た
。

③
で
は
、
地
方
行
財
政
改
革
に

つ
い
て
、
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど

の
発
行
額
の
圧
縮
・
債
務
の
償
還

に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。
地
方

交
付
税
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
行
財
政
改
革
を
進
め
る
た
め
、

▽
持
続
的
な
地
方
行
財
政
制
度
の

構
築
▽
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と

し
た
地
方
の
財
政
に
係
る
制
度
の

改
革
―
を
行
う
と
し
て
い
る
。
持

続
的
な
地
方
行
財
政
制
度
の
構
築

で
は
、
地
方
法
人
課
税
の
税
源
の

偏
在
を
是
正
す
る
新
た
な
措
置
に

つ
い
て
、
平
成
31
年
度
税
制
改
正

で
結
論
を
得
る
と
さ
れ
た
。

な
お
、
骨
太
の
方
針
は
内
閣
府

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://w
w

w
5.cao.g

o.jp/k
eizai

―sh
i

m
on
/k
aig
i/cabin

et/2018

/decision
0615.h

tm
l

）
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

成
長
戦
略
の
基
本
的
な
考
え
方

で
は
、
第
4
次
産
業
革
命
の
社
会

実
装
に
よ
っ
て
、
日
本
な
ら
で
は

の
持
続
可
能
で
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

な
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
」
を
本

格
的
に
実
現
す
る
た
め
、
従
来
の

取
り
組
み
の
再
構
築
、
新
た
な
仕

組
み
の
導
入
を
図
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
地
方
公
共
団
体
に

大
き
く
関
わ
る
①
官
デ
ー
タ
の
オ

ー
プ
ン
化
②
公
共
施
設
等
運
営
権

方
式
―
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

①
で
は
、
地
方
公
共
団
体
に
よ

る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
り
組
み

を
質
・
量
と
も
に
促
進
す
る
た
め
、

民
間
企
業
な
ど
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

や
職
員
の
研
修
等
の
取
り
組
み
を

一
層
充
実
さ
せ
、
官
民
連
携
に
よ

る
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
新
サ
ー
ビ

ス
・
新
事
業
の
創
出
・
普
及
を
支

援
す
る
と
し
て
い
る
。

②
で
は
、
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ

推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
平
成

30
年
改
定
版
）
」
（
30
年
6
月
15

日
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進
会

議
決
定
）
の
従
来
か
ら
の
コ
ン
セ

ッ
シ
ョ
ン
重
点
分
野
で
あ
る
空
港
、

上
下
水
道
、
道
路
、
文
教
施
設
、

公
営
住
宅
、
ク
ル
ー
ズ
船
向
け
旅

客
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設

に
加
え
、
新
た
に
重
点
分
野
と
さ

れ
た
公
営
水
力
発
電
や
工
業
用
水

道
に
つ
い
て
、
目
標
達
成
に
向
け

た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。
ま
た
、

行
政
の
財
政
コ
ス
ト
を
抑
え
な
が

ら
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
活

用
し
、
社
会
的
課
題
の
解
決
や
行

政
の
効
率
化
等
を
実
現
す
る
仕
組

み
で
あ
る
成
果
連
動
型
民
間
委
託

契
約
方
式
に
つ
い
て
、
そ
の
活
用

と
普
及
を
促
進
す
る
と
し
て
い
る
。

な
お
、
成
長
戦
略
は
、
首
相
官

邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://w

w
w
.k
an
tei.g

o.jp/jp/h
ead

lin
e/seich

o_sen
ry
ak
u
20

13.h
tm
l

）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

規
制
改
革
実
施
計
画

規
制
改
革
実
施
計
画
で
は
、
国

内
外
の
情
勢
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が

一
層
増
す
中
で
、
豊
か
で
活
力
あ

る
国
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
不
断

の
規
制
改
革
に
よ
り
、
時
代
に
適

合
し
た
規
制
の
在
り
方
を
模
索
、

実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
い
る
。

改
革
の
重
点
分
野
に
は
、
▽
行

政
手
続
コ
ス
ト
の
削
減
▽
保
育
・

雇
用
▽
医
療
・
介
護
―
な
ど
を
挙

げ
て
い
る
。

重
点
事
項
で
は
、
▽
事
業
者
目

線
で
の
規
制
改
革
、
行
政
手
続
き

の
簡
素
化
、
Ｉ
Ｔ
化
の
一
体
的
推

進
に
よ
り
行
政
手
続
き
コ
ス
ト
を

2
0
2
0
年
ま
で
に
20
％
以
上
削

減
▽
日
本
で
学
ぶ
留
学
生
の
就
職

率
向
上
▽
保
育
分
野
の
規
制
改
革

▽
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
の
普
及
促
進

―
な
ど
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

な
お
、
資
料
は
、
内
閣
府
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
8.ca

o.go.jp/kisei

―kaikaku/suis

hin/publication/p_index.ht

m
l

）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

骨骨

太太

のの

方方

針針

を
閣
議
決
定

成成

長長

戦戦

略略

規規
制制
改改
革革
実実
施施
計計
画画

経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
2
0
1
8

〜
少
子
高
齢
化
の
克
服
に
よ
る

持
続
的
な
成
長
経
路
の
実
現
〜

未未
来来
投投
資資
戦戦
略略
22
00
11
88

――「「
ＳＳ
ｏｏ
ｃｃ
ｉｉ
ｅｅ
ｔｔ
ｙｙ
55
・・
00
」」

「「
デデ
ーー
タタ
駆駆
動動
型型
社社
会会
」」へへ
のの
変変
革革
――

（3） 平成30年7月5日 第2053号全 国 市 議 会 旬 報
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政
府
は
6
月
15
日
、
臨
時
閣
議

で
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基

本
方
針
2
0
1
8
」
を
決
定
し
た
。

は
じ
め
に
、
▽
総
務
省
の
人
口

推
計
（
29
年
10
月
1
日
現
在
）
に

お
い
て
、
7
年
連
続
の
総
人
口
減

少
、
65
歳
以
上
の
割
合
が
過
去
最

高
の
27
・
7
％
、
人
口
規
模
の
小

さ
い
市
町
村
ほ
ど
人
口
減
少
や
高

齢
化
の
傾
向
が
強
い
▽
東
京
圏
で

の
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
よ
る

医
療
・
介
護
人
材
の
地
方
か
ら
東

京
圏
へ
の
流
出
▽
高
齢
化
進
展
に

伴
う
労
働
供
給
の
停
滞
に
よ
る
地

域
経
済
の
成
長
制
約
、
地
方
の
大

多
数
を
占
め
る
中
小
企
業
の
人
手

不
足
感
の
高
ま
り
―
な
ど
の
現
状

認
識
を
示
し
た
。

基
本
方
針
で
は
、
①
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
地
方
創
生
の
充

実
・
強
化
②
「
わ
く
わ
く
地
方
生

活
実
現
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
策

定
・
実
行
③
平
成
32
年
度
以
降
の

次
期
5
カ
年
の
「
総
合
戦
略
」
に

向
け
て
―
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

①
で
は
、
29
年
度
に
行
っ
た
、
総

合
戦
略
中
間
年
の
総
点
検
の
結
果

を
踏
ま
え
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
政
策
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
・

強
化
を
図
る
と
し
て
い
る
。
②
は

後
述
。
③
で
は
、
31
年
度
ま
で
の

総
合
戦
略
の
総
仕
上
げ
を
目
指
し
、

地
方
公
共
団
体
の
取
り
組
み
結
果

に
必
要
な
調
査
・
分
析
を
行
い
、

32
年
度
以
降
の
次
期
総
合
戦
略
策

定
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

施
策
と
し
て
は
、
前
述
②
に
つ

い
て
、
①
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る

起
業
・
就
業
者
創
出
②
女
性
・
高

齢
者
等
の
活
躍
に
よ
る
新
規
就
業

者
の
掘
り
起
こ
し
③
地
方
に
お
け

る
外
国
人
材
の
活
用
―
な
ど
の
ほ

か
、
④
キ
ラ
リ
と
光
る
地
方
大
学

づ
く
り
⑤
遊
休
資
産
等
の
活
用
を

通
じ
た
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
の
向

上
―
な
ど
を
行
う
。

①
で
は
、
移
住
支
援
策
の
抜
本

的
拡
充
に
つ
い
て
、
東
京
圏
か
ら

東
京
圏
以
外
の
地
域
へ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
者
が
起
業
や
中
小
企
業
な

ど
へ
就
業
し
た
場
合
、
地
方
創
生

推
進
交
付
金
や
雇
用
関
係
助
成
金

を
活
用
し
た
支
援
を
検
討
す
る
と

し
て
い
る
。
人
材
の
円
滑
な
マ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
地
方
公
共
団
体
が
各
種
金
融

機
関
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し

て
統
一
性
・
一
覧
性
の
あ
る
情
報

提
供
を
通
じ
た
全
国
規
模
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
支
援
す
る
と
し
て
い
る
。

②
で
は
、
新
規
就
業
支
援
策
の

抜
本
的
充
実
に
つ
い
て
、
女
性
・

高
齢
者
ら
が
起
業
や
中
小
企
業
な

ど
に
新
規
就
業
し
た
場
合
、
地
方

創
生
推
進
交
付
金
や
雇
用
関
係
助

成
金
を
活
用
し
た
必
要
な
支
援
を

検
討
す
る
と
し
て
い
る
。
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
の
抜
本
的
充
実
に
つ
い

て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
の
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
授
業
や

地
方
公
共
団
体
や
地
方
大
学
・
専

門
学
校
な
ど
の
取
り
組
み
を
促
進

す
る
と
し
て
い
る
。

③
で
は
、
地
方
創
生
支
援
制
度

の
創
設
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団

体
な
ど
で
外
国
人
材
の
安
定
的
雇

用
や
柔
軟
か
つ
効
率
的
活
動
が
可

能
と
な
る
よ
う
な
、
包
括
的
な
資

格
外
活
動
許
可
を
新
た
に
付
与
す

る
と
し
て
い
る
。
地
域
で
の
さ
ら

な
る
活
躍
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｅ

Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
国
際
交
流
員
（
Ｃ

Ｉ
Ｒ
）
と
地
域
の
経
済
団
体
等
と

が
連
携
し
た
業
務
の
促
進
な
ど
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
海
外
販
路
開
拓

等
に
従
事
す
る
Ｃ
Ｉ
Ｒ
の
一
層
の

拡
大
を
行
う
と
し
て
い
る
。

④
で
は
、
地
域
に
お
け
る
大
学

の
振
興
、
若
者
の
雇
用
機
会
の
創

出
に
よ
る
修
学
・
就
業
の
促
進
に

つ
い
て
、
産
官
学
連
携
に
よ
る
地

域
の
中
核
的
産
業
の
振
興
や
専
門

人
材
育
成
な
ど
優
れ
た
取
り
組
み

を
地
方
大
学
・
地
域
産
業
創
生
交

付
金
な
ど
に
よ
り
重
点
的
に
支
援

す
る
と
し
て
い
る
。
若
者
世
代
の

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
や
地
元
定
着
促
進

の
た
め
の
取
り
組
み
推
進
に
つ
い

て
、
地
元
企
業
な
ど
に
就
業
し
た

者
の
奨
学
金
返
還
支
援
の
事
例
集

作
成
、
周
知
な
ど
を
通
じ
、
取
り

組
み
を
さ
ら
に
全
国
展
開
し
、
支

援
制
度
の
効
果
検
証
を
踏
ま
え
、

必
要
な
方
策
を
検
討
し
、
年
内
を

目
途
に
成
案
を
得
る
と
し
て
い
る
。

⑤
で
は
、
空
き
店
舗
な
ど
の
有

効
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
の
促

進
に
つ
い
て
、
各
府
省
か
ら
な
る

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
各
地
域
に

お
け
る
関
連
す
る
取
り
組
み
状
況

の
共
有
と
支
援
促
進
を
図
る
と
し

て
い
る
。

地
方
創
生
に
向
け
た
多
様
な
支

援
と
し
て
は
、
地
方
創
生
版
・
三

本
の
矢
で
あ
る
▽
情
報
▽
人
材
▽

財
政
―
支
援
を
行
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
財
政
支
援
で
は
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業

費
」に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も「
総

合
戦
略
」
期
間
で
あ
る
31
年
度
ま

で
は
継
続
し
、
1
兆
円
程
度
を
維

持
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
地

方
法
人
課
税
の
税
源
の
偏
在
を
是

正
す
る
新
た
な
措
置
に
つ
い
て
検

討
し
、
31
年
度
税
制
改
正
で
結
論

を
得
る
と
し
て
い
る
。

な
お
、
基
本
方
針
2
0
1
8
は

首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.kan
tei.g

o.jp/jp/

headline/chihou_sousei/

）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

政政
令令
市市
へへ
権権
限限
移移
譲譲

―
改
正
災
害
救
助
法
が
成
立

「
災
害
救
助
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
6
月
8
日
、
参
議

院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
、
6

月
15
日
に
公
布
さ
れ
た
。
施
行
は

31
年
4
月
1
日
。

改
正
の
内
容
は
、
内
閣
総
理
大

臣
が
申
請
に
基
づ
き
、
政
令
指
定

都
市
を
救
助
実
施
市
に
指
定
し
、

都
道
府
県
が
主
体
と
な
っ
て
い
る

避
難
所
設
置
や
応
急
仮
設
住
宅
の

供
与
な
ど
の
権
限
を
移
譲
す
る
も

の
。
な
お
、
救
助
実
施
市
は
救
助

費
用
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
災

害
救
助
基
金
を
積
み
立
て
る
必
要

が
あ
る
。

災災
害害
救救
助助
法法
をを
適適
用用

平
成
30
年
大
阪
府
北
部
を
震
源

と
す
る
地
震
に
よ
り
、
大
阪
府
は
、

大
阪
市
、
豊
中
市
、
吹
田
市
、
高

槻
市
、
守
口
市
、
枚
方
市
、
茨
木

市
、
寝
屋
川
市
、
箕
面
市
、
摂
津

市
、
四
條
畷
市
、
交
野
市
の
12
市

ほ
か
1
町
に
災
害
救
助
法
を
適
用

し
た
（
6
月
18
日
適
用
）
。

普普
通通
交交
付付
税税
をを
繰繰
上上
げげ
交交
付付

総
務
省
は
6
月
26
日
、
平
成
30

年
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地

震
に
よ
り
多
大
な
被
害
を
受
け
た

高
槻
市
、
守
口
市
、
枚
方
市
、
茨

木
市
、
箕
面
市
の
5
市
に
対
し
、

普
通
交
付
税
の
9
月
定
例
交
付
分

の
一
部
と
な
る
21
億
2
0
0
0
万

円
の
繰
上
げ
交
付
を
決
定
し
、
27

日
に
現
金
交
付
し
た
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

本
紙
6
月
25
日
付
け
第
2
0
5

2
号
に
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
6
面
4
段
目
の
議
員
表

彰
【
特
別
表
彰
】
35
年
以
上
（
95

人
）
の
う
ち
、
「
▽
松
尾
巧
（
狭

山
）」
と
あ
る
の
は
「
▽
松
尾
巧

（
大
阪
狭
山
）」
、
13
面
6
段
目
の

各
委
員
会
合
同
会
議
の
【
国
と
地

方
の
協
議
の
場
等
特
委
】
「
▽
委

員
長
�
⻆
谷
正
一（
大
阪
市
）」
と

あ
る
の
は
「
▽
委
員
長
�
⻆
谷
庄

一（
大
阪
市
）」
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す

（
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ

ー
タ
は
修
正
済
み
で
す
）
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

地
方
創
生
の
充
実
・
強
化
を

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
を
閣
議
決
定
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